
 

 

 

新型コロナウィルスの影響により、春季大会と県高校総体が中止となり、成果を発揮する場が絶たれた

選手のために企画された交流練習試合。金沢泉丘高校と最後の試合（前後半 12分）をおこないました。

試合は７人攻撃や控え選手が出場するなどして大いに盛り上がりました。結果は大差（金商 15－5泉丘）

のゲームとなりましたが、互いの健闘をたたえ合い、久しぶりのハンドボールを心から楽しんでいたよ

う・・・。当日、試合観戦することができなかった一年生部員は「ＺＯＯＭ」により、オンライン観戦。

試合後は金沢商業高校と金沢泉丘高校の選手が一緒に記念撮影。両校が健闘を互いに称え合い、涙を流す

場面もみられました。 

新型コロナウィルスの影響で先が見通せない中、ハンドボールが大好きな３年生が最後まで部活動を続

けたことに拍手を送りたい。これから長い人生の中で苦難に直面することがあると思いますが、仲間とと

もに乗り越えた経験を次のステージでも発揮してほしい。 

その後、本校では２年生が３年生に手作りのサプライズプレゼント！ 最後は涙、涙、涙・・・の別れ

でした。部活動の素晴らしさを感じるとともにたくましく成長した選手を頼もしく思った瞬間でした。 

これまで支えて下さった保護者の皆様、中学校でお世話になった部活動顧問の先生方、３年生は三年間

の部活動を無事終えることができました。ありがとうございました。 

 

 

 

 


